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昭
和
五
十
七
年
度

セ
ン
タ
ー
事
業
計
画

合
刻、

部

長高

橋

克

成

漁
場
部
の
業
務
は
大
別
し
て
二

つ
あ

り
、
陸
奥
湾
を
主
俸
と
し
た
海
況
や
環

境
の
調
査
部
門
と
、
貝
毒
や
原
因
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
に
関
す
る
調
査

・
研
究
部
門

で
す
。

海
況
部
門
に
は
次
の
業
務
が
あ
り
ま

す
。一

、
沿
岸
定
置
観
測

セ
ン
タ
ー
前
の
表
面
水
温
な
ど
を
定

時
に
観
測
す
る
。
(
担
当
高
林
技
師
)

青森県水産増殖センターだより第四号

二
、
海
況
自
動
観
測

湾
内
五
ヶ
所
に
設
置
し
た
ブ
イ
ロ
ボ

ッ
ト
で
水
温

・
塩
分

・
溶
存
酸
素
な
ど

を
毎
時
観
測
す
る
。

(
担
当

津
谷
技
師
)

三
、
浅
海
定
線
調
査

月
一
回
調
査
船
で
湾
内
六
地
点
の
水

温

・
塩
分

・
C
O
D
-
溶
存
酸
素

・
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
を
観
測
す
る
。

(
担
当
永
峰
技
師
)

四
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
生
育
環
境
調
査

湾
中
央
域
の
貧
酸
素
水
の
観
測
な
ど
。

(
担
当
永
峰
技
師
)

な
お
、
こ
れ
ら
の
観
測
で
得
ら
れ
た

情
報
は
各
方
面
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
漁
業
者
の
皆
様
に
な
じ
み
の
あ
る

も
の
と
し
て
は
、
一
旬
況
の
現
況
と
予
想

を
も
り
込
ん
だ
陸
奥
湾
海
況
月
報
(
担

当
三
津
谷
技
師
)
や
東
奥
日
報
紙
上

の
陸
奥
湾
の
水
楓
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
一
一

後
者
の
貝
毒
関
連
部
門
に
は
次
の
三

業
務
が
あ
り
ま
す
一一

五、

赤
潮

・
特
殊
フ
ラ
ン
ク
卜

ン
調
査

湾
内
の
貝
の
毒
化
状
況
と
湾
内
並
び

に
青
森
県
周
辺
海
域
の
原
因
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
の
出
現
状
況
や
海
況
を
調
査
し
、

貝
市
の
情
報
と
予
察
を
行
な
う
こ

(
担
当
尾
坂
技
師
)

六
、
重
要
貝
類
等
毒
化
点
検
調
査

貝
誕
の
成
分
や
分
析
方
法
、
原
因
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
種
と
畜
力
の
確
認
等
を

行
な
う
。

(
担
当

天
野
岐
師
)

七
、
生
鮮
貝
類
有
効
利
用
技
術

開
発
研
究

貝
毒
の
解
毒
方
法
や
無
存
化
の
研
究

を
行
な
う
。
今
年
度
か
ら
始
ま
る
。

(
担
当
高
橋
部
長
)

以
上
あ
げ
た
業
務
以
外
に
も
環
境
に

関
連
し
た
業
務
に
つ
い
て
は
漁
場
部
で

担
当
し
て
お
り
ま
す
。

(

(

 

n 
d 
部

長青

山

禎

夫

青
森
県
に
お
け
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漕
養

殖
の
規
状
を
要
約
し
ま
す
と
、
陸
奥
湾

で
は
養
殖
貝
の
異
常
へ
い
死
が
整
え
り

の
基
盤
を
得
て
い
る
の
に
対
し
て
、
地

ま
き
増
殖
は
依
然
と
し
て
低
迷
が
続
い

て
い
ま
す
z

一
方
、
外
海
で
は
地
ま
き

漁
場
開
発
の
可
能
性
が
次
第
に
明
ら
か

に
な
り
、

一
部
の
海
域
で
は
事
業
化
へ

と
進
展
し
て
い
ま
す
ミ

し
た
が
っ
て
、
水
産
増
稽
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
今
年
度
の
調
査
試
験
も
、
こ

の
白
面
に
適
確
に
対
応
す
る
課
題
に
ポ

イ
ン
ト
を
置
く
も
の
と
な
り
ま
す

主
な
課
題
を
陸
奥
湾
と
外
海
に
分
け

て
紹
介
し
ま
す
、

一
、
陸
奥
湾
の
地
ま
き
ホ
タ
テ

力
イ
の
生
産
回
復
を
め
さ
し

ま
す
c

セ
ン
タ
ー
で
は
五
十
四
年
産
稚
貝
で
、

採
白
器
投
入
か
ら
販
必
サ
イ
ス
に
到
る

全
行
程
の
地
ま
き
実
証
試
験
(
問
。
万

個
放
流
)
を
蓬
田
で
実
施
し
、
良
い
経

過
を
示
し
て
い
ま
す
。
しハ

1
じ
片
に
は

こ
の
成
果
を
広
く
関
係
者
に
凡
て
い
た

だ
く
現
地
報
告
会
を
聞
き
ま
す
。
(

更
に
こ
の
成
果
を
も
と
に
、
五
ト
六

年
産
役
目
で
の
大
規
模
実
証
試
験
(
五

(
)
O万
個
放
流
)
を
脇
野
沢
で
開
始
し

て
お
り
、
試
験
の
経
過
か
ら
得
ら
れ
る

知
見
を
、
そ
の
都
度
生
産
の
現
場
へ
普

及
し
て
い
き
ま
す
こ

(担
当

田
中
主
任
研
究
員
他
)

二
、
陸
奥
湾
に
お
い
て
、
適
確

な
採
苗
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
と
、
耳
づ
り
を
含
め
た
養

殖
体
系
を
整
備
す
る
こ
と
を

進
め
ま
す
c

今
年
の
採
苗
は
、
す
で
に
例
年
よ
り

遅
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
さ
ら

に
州
向
で
は
付
首
数
の
心
配
も
あ
り
、

今
後
一
一
回
民
意
探
い
調
査
と
、
適
切
な

山
川
市
の
促
供
を
め
ざ
し
ま
す
。

耳
づ
り
は
大
安
有
効
な
養
殖
方
法
で

す
が
、
篭
養
殖
も
含
め
た
全
俸
の
バ
ラ

ン
ス
を
崩
さ
な
い
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
、
両
者
の
調
和
を
は
か
る
依
系
づ
く

り
を
進
め
ま
す
一一

ま
た
、

ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
の
手
引
き

(
改
訂
版
)
を
関
係
機
関
と
共
同
し
て

発
行
し
ま
す
c

(
担
当

平
野
主
任
研
究
員
他
)

一、
外
海
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場

づ
く
り
を
前
進
さ
せ
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
か
ら
初
め
た
日
本
海
、

津
軽
海
峡
、
太
平
洋
の
本
県
外
海
に
お

け
る
大
規
模
放
流
実
験
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
海
域
に
適
し
た
漁

(
 

場
開
発
方
式
場
}
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま

す
。

(
担
当
仲
村
技
師
他
)

佐 部
長

藤

教

今
年
度
は
、
新
規
調
査
一
つ
を
含
む

次
の
十
二
項
目
の
調
査
と
該
験
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
c

一
、
ア
カ
ガ
イ
増
殖
試
験

ア
カ
ガ
イ
の
増
一
泡
養
技
術
と
芦
崎
湾

に
お
け
る
放
流
試
験
な
ど
を
継
続
実
施

す
る
。

(
担
当
川
村
技
能
技
師
)

二
、
ア
ワ
ヒ
増
殖
試
験

ア
ワ
ビ
の
放
流
効
果
調
査
を
中
心
に

増
殖
方
法
の
適
正
化
を
追
求
す
る
。

(
担
当
須
川
技
師
)

三
、
ホ

ッ
キ
ガ
イ
増
殖
試
験

ホ
ッ
キ
カ
イ
の
天
然
発
生
稚
貝
及
び

移
殖
放
流
に
関
連
し
た
調
査
を
実
施
す

る
と

(
担
当
川
村
技
能
技
師
)

四
、
サ
ザ
エ
増
殖
試
験

サ
ザ
エ
漁
業
の
実
態

・
生
態
調
査
を

行
な
い
、
サ
ザ
エ
の
増
殖
方
策
を
追
求

す
る
。

(
担
当
大
川
技
師
)

五
、
人
工
採
苗
に
よ
る
ア
カ
ガ

イ
産
業
確
立
試
験

人
工
採
苗
に
よ
り
種
苗
を
確
保
し
、



ア
カ
ガ
イ
栽
培
漁
業
の
育
成
を
図
る
。

(
担
当
宝
多
技
師
)
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ア
カ
ガ
イ
保
護
水
面
管
理

事
業

ア
カ
ガ
イ
の
天
然
採
苗
に
関
連
し
た

調
査
を
実
施
す
る
。(担

当

宝
多
技
師
)

ア
ワ
ビ
幼
稚

仔
保
育
場
造

成
事
業
調
査

今
別
東
部
、
下
前
地
区
に
お
い
て
、

ア
ワ
ビ
の
幼
稚
仔
保
育
場
造
成
に
係
る

調
査
と
事
業
効
果
調
査
を
実
施
す
る
。

(担
当

植
村
技
師
)

ア
ワ
ビ
大
規
模
増
殖
場
開

発
調
査

七
、

J¥ 
階
ト
L

町
大
蛇
地
区
に
お
い
て
、
ア
ワ

ビ
大
規
模
増
殖
場
の
事
業
効
果
を
調
査

す
る
。

(

担

当

植
村
技
師
)

九
、
サ
ザ
エ
種
苗
生
産
試
験

人
工
採
苗
に
よ
り
サ
ザ
エ
種
苗
生
産

の
基
礎
研
究
を
行
な
う
。

(
担
当

3 

大
川
技
師
)

十
、
津
軽
海
域
総
合
開
発
調
査

日
玄
海
に
お
け
る
磯
根
生
物
の
生
態

調
査
を
行
な
い
、
漁
場
開
発
の
手
法
を

検
討
し
、
事
業
構
想
を
策
定
す
る
。

(
担
当
須
川
技
師
)

+
一
、
ホ
ッ
キ
ガ
イ
大
規
模
増
殖

場
開
発
調
査
(
新
規
)

三
沢
、
八
戸
地
区
に
お
い
て、

ホ
ッ

キ
ガ
イ
大
規
模
増
殖
場
造
成
の
可
能
性

(

(

 

を
検
討
す
る
。

(
担
当
須
川
技
師
)

十
一
一
、
組
織
的
調
査
研
究
活
動
推

進
事
業

佐
井
地
区
に
お
い
て
、
磯
恨
漁
業
の

開
発

・
漁
業
経
醤
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
。

(
担
当
佐
藤
部
長
)

部

長横

山

勝

幸

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
、
魚
類
部

長
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
何
分
者
輩
、

未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
木
県
沿
一
斤
漁

業
進
展
の
た
め
に
努
力
す
る
所
存
で
す

の
で
、
宜
し
く
御
指
導
、
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
お
も
な
事
業
と
担
当
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
、
マ
ダ
ラ
増
殖
試
験

む
つ
湾
に
来
遊
す
る
マ
ダ
一ブ
の
資
源

情
養
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、
五
四
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
詳

し
く
は
後
の
記
事
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
担
当
燐
山
部
長
他
)

実
験
放
流
シ
ロ
ザ
ケ
回
帰

魚
調
査

別
枠
研
究
と
し
て
実
施
し
て
き
た
海

中
飼
育
放
流
試
験
に
よ
り
、
茂
浦
と
野

辺
地
か
ら
合
せ
て
、

五
五
年
五
月
に
約

百
万
尾
、
五
六
年
五
月
に
約
二
百
万
尾
、

今
年
五
月
に
も
約
二
百
万
尾
放
流
(
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
放
流
サ
ケ
が
的
年
か
ら
本

絡
的
に
む
つ
湾
内
へ
回
帰
し
始
め
て
お

り
、
今
年
秋
に
は
更
に
多
く
の
サ
ケ
が

帰
っ
て
来
る
予
定
で
す
。
漁
獲
量
調
査

や
標
識
魚
の
採
捕
報
告
な
ど
に
つ
い
て
、

皆
同
開
方
の
御
協

M
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
担
当
小
倉
主
任
研
究
員
他
)

三
、

ヒ
ラ
メ
種
苗
量
産
試
験

ヒ
ラ
メ
種
苗
の
大
量
生
産
技
術
の
確

以
を
口
的
と
し
ま
す
が
、
中
川
脊
崎
、

放
流
試
験
な
ど
に
必
要
な
種
苗
も
生
産

し
ま
す
。

(
担
当
」
蝶
肢
師
他
)

ウ
ス
メ
バ
ル

種

苗

生

産

試

ふ
究

日
本
海
で
重
要
な
漁
業
資
源
と
な
っ

て
い
る
ワ
ス
メ
バ
ル
の
資
源
培
養
を
図

る
こ
と
を
目
標
に
、
今
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
事
業
で
、
人
工
種
苗
生
産
、

天
然
准
魚
の
種
苗
化
試
験
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

(
担
当

金
田

-
技
師
他
)

四五

、

新
技

術

開

発

試

験

こ
れ
か
ら
の
漁
業
資
源
開
発
を
目
指

し
て
、
イ
シ
ナ
ギ

・
ヤ
リ
イ
カ

・
イ
ワ

ム
シ
な
ど
の
増
養
殖
研
究
を
行
い
ま
す
。

(
担
当
福
田
技
師
他
)

六

、

津

軽

海

域

総

合

開

発

調

査

魚
類
部
の
分
担
と
し
て
、
ヒ
ラ
メ
の

中
刷
育
成
と
放
流
サ
イ
ズ
の
検
討
な
ど

を
行
い
ま
す
。

中担
当戸、

小
倉
主
任
研
究
員
他
)

ヨ
部

長足

助

光

久

本
年
度
の
海
草
部
は
、
沢
田
主
任
研

究
員
が
娠
興
課
に
転
出
し
、
代
り
に
小

間
切
技
師
、
新
人
の
佐
藤
技
師
が
加
わ

り
、
総
勢
凹
名
で
ス
タ
ー
ト
す
る
卓
に

な
り
ま
し
た
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

主
な
仕
事
と
担
当
は
次
の
と
お
り
。

一
、

コ
ン
ブ
大
規
模
増
殖
場
開

発
事
業
調
査

コ
ン
ブ

・
ワ
ニ
を
対
象
と
し
て
今
別

.
石
持

・
大
聞
の
三
地
区
に
造
成
さ
れ

た
泌
苧
団
地
は
、
昭
和
五
六
年
度
で
全

て
完
成
し
、
今
後
の
生
産
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
本
事
業
に
つ
い
て
、
有
効
利
用

・
維
持
笛
理
方
法
等
に
つ
い
て
地

冗
組

合
と
共
に
調
盆
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

(
担
当

足
助
部
長
他
)

二
、
ア
ワ
ビ
大
規
模
増
殖
場
開

発
事
業
調
査

風
間
浦
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る
本

事
業
に
つ
い
て
、

事
業
適
地
選
定
調
査
、

効
果
調
査
等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

(
担
当

小
田
切
技
師
)

三
、
ア
ワ
ビ
幼
稚
仔
保
育
場
造

成

事
業

調
査

佐
弁
地
区
に
造
成
さ
れ
た
本
事
業
に

つ
い
て
、
事
業
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
。

(
担
当
小
田
切
技
師
)

四
、
モ
ヅ
ク
養
殖
試
験

モ
ツ
ク
の
分
布
種
、
生
態

・
採
苗
方

法
等
に
つ
い
て
研
究
し
、
養
殖
の
可
能

性
を
検
討
す
る
。

(担
当

能
登
谷
主
任
研
究
員
)

五
、
エ
ゴ

ノ
リ
増
殖
試
験

木
年
度
よ
り
新
た
に
取
組
む
課
題
で
、

エ
ゴ
ノ
リ
の
分
布

・
生
態
を
手
始
め
に

増
殖
技
術
の
開
発
を
進
め
る
。

(担
当

佐

藤
技
師
)

六
、
ウ

ニ
増
殖
試
験

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ワ
ニ
の
生
態

・
天
然

採
附
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
調
査

・
試

験
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

(
担
当

小
田
切
技
師
)

七
、
津
軽
海
域
総
合
開
発
調
査

サ
ザ
エ

・
ワ
ニ

・
ア
ワ
ビ
の
餌
料
と

な
る
海
藻
の
増
殖
技
術
を
開
発
す
る
。

(担
当

能
登
谷
主
任
研
究
員
)

八
、
下
北
原
発
温
排
水
対
策
事

業
調
査

東
通
村
白
糠
、
小
田
野
沢
前
面
海
域

に
於
け
る
海
藻
植
生
、
漁
業
実
態
調
査

を
行
な
う
と
共
に
、
海
藻
類
の
温
度
別

発
生
、
生
長
試
験
を
実
施
す
る
。

(
担
当

能
登
谷
主
任
研
究
員
)
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今
年
度
の
ホ
タ
テ
採
苗
の
見
通
し
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桜
祭
り
も
終
り
、
北
国
の
遅
い
春
も

や
っ
と
本
番
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、

漁
業
者
の
皆
さ
ん
、
採
苗
器
の
投
入
は

お
済
み
で
す
か
ニ

例
年
よ
り
遅
れ
ぎ
み

前
号
で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
昨
軟

か
ら
ム
「
冬
に
か
け
て
の
湾
内
の
水
温
は
、

平
年
よ
り
か
な
り
低
く
、
そ
の
た
め
母

貝
の
産
卵
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

生
殖
巣
指
数
の
下
が
り
方
か
ら
見
て、

西
湾
で
一二
月
下
旬
か
ら
、
東
湾
で
四
月

中
旬
か
ら
産
卵
に
入
っ

た
も
よ
う
で
す
D

ま
た
、
茂
滴
表
面
水
温
の
四
℃
以
上
の

積
算
が
二

C
j
五
C
の
聞
に
産
卵
さ
れ

る
と
い
う
、
今
ま
で
の
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
が
、
今
年
は
そ
れ
が
四
月
八
日

1

二
一
日
と
な
り
、
指
数
の
下
が
り
方
と

ほ
ぼ
一
致
し
ま
し
た
c

平
年
(
昭
四
八
j
五
六
年
の
平
均
)

の
産
卵
盛
期
は
三
月
中
旬
1
四
月
中
旬

で
す
の
で
、
今
年
は
か
な
り
遅
れ
た
わ

け
で
す
。

ラ

l
パ
出
現
は
変
則
的

一フ
l
パ
調
査
は
四
月
始
め
か
ら
行
な

い
、
第
七
固
ま
で
図
2
の
よ
う
に
な
っ は

た
て
貝
部
主
任
研
究
員

平

野

て
い
ま
す
一
こ
れ
を
巌
近
三
年
間
と
比

べ
る
と
、
最
初
は
五
五
年
に
似
て
い
ま

し
た
が
、
五
月
に
入
っ
て
一
フ

i
パ
数
か

減
り
は
じ
め
、
過
去
に
な
か
っ
た
ハ
タ

ー
ン
を
一不
し
ま
し
た

付
着
盛
期
は
五
月
中
旬
以
降

五
五
年
は
付
着
感
則
が
五
月
下
旬
と

一
ヶ
月
近
く
ず
れ
込
み
、
稚
貝
も
小
さ

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は
五
五
年
よ

り
成
長
が
早
く
、
付
着
盛
則
は
や
や
早

ま
り
、
五
月
中
旬
か
ら
と
な
っ
て
い
ま

す
。

定

S
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鐙
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付
着
惟
貝
数
に
つ
い
て
は
、
ラ
l
ハ

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
例
年
を
か
な
り

下
問
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
ぐ

申
'じ，、

一:!
重

縁

;
j
o
i
e
-
j
j
j
i
-
-
e;
i
J

…

ホ

タ

テ

ガ

イ

よ

も

や

ま

話

…

ヒ

ト

デ

の

食

害

が

心

配

一

一
方
、
ヒ
ト
デ
の
一
フ
l
パ
は
第
四
回

一…
餌
・
:

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
餌
は
海
中
に

峰
雄
同
体
・

ホ
タ
テ
ガ
イ
は
雌
雄

…

の
同
月
末
で
1
U
当
り
八
六
個
見
ら
れ
、

内
片
初
め
か
ら
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す

…
あ
る
微
細
な
値
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
有
異
依
で
、
生
殖
巣
は
雌
は
赤
、
雄
は
白

一

ポ
タ
テ
の
付
着
が
遅
れ
、
採
取
時
間

…
機
笠
間
物
で
す

~
そ
れ
ら
を
憾
の
表
面
色
で
す
ご
し
か
し
ま
れ
に
赤
と
自
の
二

一

が
八
月
に
ず
れ
込
む
見
込
み
な
の
で
、

…

に
あ
る
無
数
の
繊
毛
に
よ
り
水
流
を
起
つ
が

一
緒
に
な
っ
て
い
る
貝
が
見
ら
れ

…

稚
ヒ
ト
デ
に
よ
る
食
害
が
心
配
さ
れ
ま

…
こ
し
順
次
口
ま
で
運
び
ま
す
=

ま
す
-
雌
…
庭
山
間
一
俸
の
個
俸
も
い
る
訳
で

…

す
一

一

ナ
一

一
足
糸
・
・

付
着
鮮
民
は
こ
の
絹
糸
の
よ

・

六
月
上
旬
と
七
月
上
旬
に
は
、
採
白

…
-つ
な
い
に
な
引
を
、
足
を
使
っ
て
上
手
に
物

砂
の
上
が
好
き
・

水
槽
に
硬
い
一
政
と

一

器
の
稚
貝

・
惟
ヒ
ト
デ
を
調
査
し
て
、

…

に
く
っ
つ
け
て
付
着
し
ま
す
~
三

m
程

砂

を

交

互
に
並
べ
て
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
放

一

寸
採
苗
速
報
」
で
流
し
ま
す
の
で
、
注

…
の
大
き
さ
ま
で
は
足
糸
を
出
す
機
能
を
す
と
、
あ
れ
よ
/
¥
と
い
う
聞
に
大
部

…

意
し
て
下
さ
い
c

…
も
っ
て
い
ま
す
。

分
の
貝
が
砂
の
方
に
来
て
し
ま
い
ま
す
。
…

ま
た
硬
い
板
の
上
だ
と
落
ち
つ
か
な
く
、一

…
眼
・
:

砂
小
に
も
ぐ
っ
て
い
る
員
と
お
荷
動
き
ま
わ
っ
て
い
ま
す
c

砂
の
上

…

一
宍
な
り
、
沢
山
の
眼
九
笠
通
科
ヒ
モ
(
外

の
貝
は
砂
を
ま
き
上
げ
て
く
ぼ
み
を
作

一

一
室
膜
縁
)
に
も
っ
て
い
ま
す

こ
の

e

り
動
か
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
貝
に
と

一

比

一
有
光
に
よ
く
反
応
し
、
員
に
光
を
当
て

っ
て
俸
が
安
定
す
る
こ
と
が
非
常
に
重

一

、ア
月
況

一
る
と
、
殻
を
急
に
閉
じ
た
り
、

一
せ
い

¥

、

÷

e

要
な
こ
と
な
の
で
す
c

e

¥

¥

¥

一

瑚
一

に
動
き
ま
わ
っ
た
り
し
ま
す
と

…

ぉ

¥

¥

、

¥

一

川

一

餌
の
競
合
種
:
・
ホ
タ
テ
ガ
イ
と
同
じ

一

f
/
ト
¥じ¥
7
-二
触

角

・
眼
と
同
じ
よ
う
に
ヒ
モ
の
へ
よ
う
な
餌
を
食
べ
る
生
物
は
、
二
枚
貝

…

冷

/

/

〕

(

ご

り
に
沢
山
あ
っ
て
、
庄
み
心
地
が
良
い
類

・
ボ
ヤ
類

・
フ
ジ
ツ
ボ
類
等
数
多
く
、…

¥
/
一「

九一…

と
四
万
に
伸
ば
し
、
い
か
に
も
気
持
良
中
で
も
養
殖
施
設
等
に
つ
く
付
着
生
物

…

5

一

-二

立

さ

そ

う
に
し
て
い
ま
す
。一

方
ヒ
ト
デ
の
多
く
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
と
常
に
餌
の
取

…

ニ

目

…
が
近
づ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
だ
け

り
白
い
を
し
て
い
ま
す
。
限
り
の
あ
る

…

最
一

で
反
対
側
に
逃
げ
た
り
、
飛
ぴ
上
っ

た

餌

を
付
着
生
物
に
与
え
て
は
も

っ
た
い

一

即
一

り
し
て
敏
感
に
逃
避
行
動
を
と
り
ま
す
。

な
い
話
で
す
。

一

(
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マ
、タ
ラ
の
増
殖
に
つ
い
て
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む
つ
湾
で
は
毎
年
冬
に
な
る
と
、

マ

ダ
ラ
が
規
則
正
し
く
産
卵
の
た
め
に
来

遊
し
て
き
ま
す
。
湾
口
部
で
は
古
く
か

ら
こ
れ
を
ね
ら
っ
た
建
網
漁
業
が
行
な

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
最
盛
期
の
昭
和
二

O
年
に
は
、
湾
内
全
依
で
五
二
五

0
ト

ン
と
い
う
水
揚
を
記
録
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
減
少
の

一
途
を

辿
り
、
最
近
は
二

0
0
ト
ン
内
外
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

同
漁
業
の
巌
も
盛
ん
な
脇
野
沢
漁
協

で
は
、

「
夢
よ
も
う
一
度
」
と
い
う
熱

い
願
い
を
込
め
て、

マ
ダ
一
フ
親
魚
の
標

識
放
流
や
、
受
精
卵
放
流
試
験
な
ど
を

手
が
け
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
当
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
も
、
マ
ダ
一
フ
の
増
殖
試
験

を
取
り
あ
げ
る
か
ど
う
か
を
議
論
し
た

の
は
今
か
ら
コ
一
年
前
で
し
た
。

一
番
気

が
か
り
だ
っ
た
こ
と
は
、
マ
ダ
一
フ
の
様

に
小
さ
な
卵
を
水
温
の
冷
た
い
冬
期
聞

に
生
む
魚
に
つ
い
て
は
、
種
苗
生
産
も

困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
し
、

マ
ダ
ラ
の

様
な
中
級
魚
の
場
合
に
は
経
済
的
に
も

栽
培
漁
業
化
が
可
能
だ
ろ
う
か
と
い
う

疑
問
で
し
た
。
し
か
し
考
え
過
ぎ
て
伺
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所
長

伊

藤

進

も
し
な
い
よ
り
は
、
何
は
と
も
あ
れ
手

を
つ
け
て
み
て
、
そ
の
過
程
で
対
応
策

を
検
討
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、

昭
和
五
四
年
度
か
ら
地
元
漁
協
や
地
一ん

普
及
所
と
共
同
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

調
査
は
ま
だ
充
分
進
ん
で
お
り
ま
せ

ん
が
、
得
ら
れ
つ
つ
あ
る
結
裂
を
も

と
に
し
て
、
マ
タ
ラ
の
増
僧
対
策
に

関
す
る
将
来
展
望
な
ど
を
再
整
理
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

親
魚
の
標
識
放
流
試
験
結
果

地
元
漁
協
が
中
心
に
な
っ
て
、
昭
和

五
四
年
以
来
親
魚
の
標
識
放
流
試
験
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
放
流

一
一
午
後
の
再
捕
率
を
見
る
と
、

昭
五
四
年
放
流
二
ハ
%

昭
五
五
年
放
流

一
五

%

昭
五
六
年
放
流

二
%

(
増
加
の
可
能
性
あ
り
)

と
な
っ
て
お
り
、
予
想
以
上
に
高
い
率

で
、
放
流
場
所
と
ほ
ぼ
同
じ
水
域
で
再

捕
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
①
マ
ダ
ラ
は
ほ
ぼ
同
じ

ル
l
ト
を
通
っ
て
産
卵
に
や
っ
て
く
る
、

②
親
魚
の
歩
減
り
は
割
合
に
少
な
い
、

③
親
魚
の
資
源
量
は
割
合
に
少
な
い
、

な
ど
を
意
味
し
て
お
り
、
マ
タ
-
フ
戸

り
方
次
第
で
、
増
殖
効
果
を
あ
げ
易
い

一
面
を
も
っ

て
い
る
も
の
と
頼
母
し
く

思
わ
れ
ま
す
。

人
工
ふ
化
・
飼
育
試
験
結
果

セ
ン
タ
ー
で
は
、
マ
タ
ラ
の
人
工
ふ

化

・
稚
魚
の
飼
育
試
験
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
建
網
に
入
っ
た
雌
親
魚
か
ら
船

上
で
卵
を
し
ぼ
り
、
直
ち
に
雄
親
魚
の

精
液
を
か
け
て
受
精
さ
せ
、
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
帰
っ
て
ふ
化
さ
せ
る
方
法
で
す
。

受
精
卵
は
極
く
弱
い
付
着
性
を
も
っ

て
い
ま
す
が
、
ア
ユ
用
の
卵
枠
な
ど
に

厚
く
付
着
さ
せ
た
も
の
は
成
績
不
良
で

し
た
。一

方
、
薄
く
付
着
さ
せ
た
も
の

や
、
細
か
い
サ
ラ
ン
の
網
を
張
っ
た
盆

の
上
に
薄
く
広
げ
た
も
の
は
比
較
的
成

績
が
よ
く
、
自
然
水
温
の
海
水
を
か
け

流
し
た
水
槽
の
中
で
順
調
に
ふ
化
し
ま

し
た
。

ふ
化
仔
魚
は
可
成
り
多
量
の
卵
黄
を

も
っ
て
お
り
、
遊
泳
力
も
微
弱
で
す
が
、

ふ
化
後

一
週
間
位
た
つ
と
卵
黄
が
吸
収

さ
れ
、
体
長
も
約
六

m
位
と
な
り
活
発

に
泳
ぐ
僚
に
な
り
ま
す
。
こ
の
少
し
前

頃
か
ら
培
養
し
た
ワ
ム
シ
を
与
え
る
と
、

こ
れ
を
摂
餌
し
て
成
長
を
続
け
、
二
O

日
目
頃
に
は
七

i
八
酬
に
達
し
ま
し
た
。

し
か
し
順
調
に
育
っ
た
の
は
こ
の
頃
ま

で
で
、
そ
の
後
は
餌
と
し
て
ア
ル
テ
ミ

ア
や
天
然
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
等
を
与
え
て

み
ま
し
た
が
、
成
長
の
鈍
化
と
歩
留
り

(
 

不
良
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
本
誌
の

第
一
面
に
載
せ
た
稚
魚
の
写
真
は
、
こ

の
危
機
を
乗
り
越
え
て
生
き
残
っ
た
も

の
で
す
。

稚
魚
の
飼
育
に
関
し
て
は
、
今
後
更

に
改
善
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま

す
が
、
諸
般
の
状
況
を
加
味
し
て
考
え

る
と
、
大
型
種
苗
の
量
産
↓
放
流
と
い

う
栽
培
漁
業
の
常
套
手
段
を
と
る
こ
と

は
、
仲
々
大
変
な
こ
と
の
様
に
思
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

今
後
の
増
殖
対
策
の
方
向

そ
れ
で
は
、
マ
ダ
ラ
の
増
殖
対
策
と

し
て
、
今
後
ど
の
係
な
必
向
を
考
え
、

ま
た
こ
れ
を
も
と
と
し
て
ど
の
憾
な
訓

企
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
べ
き
で
し
ょ
う

か
?

こ
れ
を
正
し
く
方
向
づ
け
る
こ

と
が
、
当
副
の
重
大
課
題
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す

そ
の

一
つ
と
し
て
先
ず
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
必
要
な
自
然
産
卵
量
を

確
保
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
為
に
は
来
遊
す
る
親
魚
の
漁
獲
制

限
を
行
な
っ
た
り
、
建
網
に
一
葉
網
し
た

親
魚
の
う
ち
の
一
部
に
つ
い
て
は
網
の

中
で
自
然
産
卵
さ
せ
た
後
に
水
揚
す
る

等
の
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
乙
の
方

法
は
漁
業
者
の
理
解
さ
え
あ
れ
ば
、
呂田

も
手
数
の
か
か
ら
な
い
も
の
と
し
て
推

奨
で
き
る
も
の
で
す
が
、

当
然
水
揚
量

が
減
少
し
ま
す
の
で
、
ど
の
程
度
の
漁

獲
制
度
を
図
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
資

源
学
的
に
精
査
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り

ま
し
ょ
う
。

次
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
水
揚

さ
れ
た
親
魚
か
ら
卵
を
し
ぼ
り
、
受

精
卵
放
流
・
ふ
化
仔
魚
放
流
・七
j

八
川
仔
魚
放
流
な
ど
の
方
法
を
と

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
、
ど
の
程
度
の
発
生
段
階
の
も
の
を

放
流
す
る
の
が
効
率
的
で
あ
る
か
を

技
術
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
段
階
の
も
の
は
大
型
稚
魚
に

較
べ
て
、
育
て
る
こ
と
は
楽
で
す
が
生

残
率
は
極
端
に
低
い
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
極
め
て
莫
大
な
数
量
の
放

流
が
必
要
に
な
る
も
の
と
覚
悟
し
て
進

め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

ム
ユ
つ
の
方
法
は
、
折
角
育
っ
た
マ

タ
フ
の
稚
魚
が
コ
ワ
ナ
コ

・
イ
ワ
シ
定

問
嗣
な
ど
で
大
量
に
恒
獲
さ
れ
、
む
だ

に
殺
さ
れ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
混
獲
防
止
対
策
を
確
立

す
る
こ
と

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

稚
魚
の
生
態
を
充
分
に
吟
味
す
る
と
共

に
、
定
置
網
漁
業
者
の
協
力
が
得
ら
れ

れ
ば
効
果
が
あ
が
る
方
法
と
思
わ
れ
ま

す
}当
面
、
以
上
三
つ
の
方
向
に
沿
っ

た

調
査
研
究
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
向
れ
も
地
元
の
と
協

力
な
し
に
は
成
果
が
あ
が
ら
な
い
も
の

で
す
の
で
、
向
分
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。



原
子
力
発
電
所

温
排
水
養
魚
施
設
を
見
学
し
て
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P 
現
在
我
国
に
は
、
火
力

・
原
子
力
発

電
所
の
温
排
水
を
魚
貝
類
の
養
成
や
種

苗
生
産
に
利
用
し
て
い
る
施
設
は
十
九

ヶ
所
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
ま
す
一

去
る
二
一
月
二
五

・
二
六
日
間
政
課
の

村
山
副
参
事
、
当
所
の
高
橋
次
長
と
共

に
、
茨
城
県
東
海
村
に
あ
る

『温
ポ
養

魚
開
発
協
会
東
海
事
業
所
』と
、
日
岡
県

浜
岡
町
に
あ
る

『
抑
岡
県
温
水
利
用
研

究
セ
ン
タ
ー
』
を
見
学
し
て
参
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
の
べ
て

み
ま
す
。

H
(頬
部
長

佐

藤

温水利用研究センター全景

温
水
養
魚
開
発
協
会
東
海
事
業
所

日
本
木
産
資
源
保
護
協
会
が
、
昭
和

同
六

・
同
七
年
度
に
斜
学
技
術
庁
か
ら

研
究
貨
が
一
受
託
し
設
立
し
た
之
の
で
、

事
業
の
内
容
は
、
養
箔
企
業
化
試
験
、

放
射
能
測
定
試
験
、
啓
も
う
普
及
活
動

の
三
本
だ
て
と
な
っ
て
お
り
ま
す
(

原
子
炉
は
一

一つ
あ
り
ま
す
が
、
取
氷

は
一
弓
炉
か
ら
だ
け
で
、
日
量
約
二
万

川
千
ト
ン
の
温
海
水
が
と
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
訂
年

-
凹
原
子
炉

の
定
則
検
丘
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
取

中
小
ほ
一
号
炉
か
ら
だ
け
な
の
で
岨
似
点

が
-
ヶ
け
も
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

こ
れ
は
原
研
側
の
都
台
に
よ
り
行
な
わ

れ
る
士
む
の
で
、
日
山
近
で
は
冬
則
川
に
実

砲
さ
れ
制
点
川
水
温
が
a

そ
も
ド
が
る

こ
と
が
あ
り
、
議
色
…
に
支
山
を
米
し
て

い
る
よ
う
で
す

昭
和
五
六
年
度
か
ら
独
立
採
算
性
で

仕
事
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

内
訳
は
、

歳
--電出
究、
事↓

〆-‘、

一
八

O
O万
円

人
件
費

餌
斜
代

種
苗
代
計

一
八
0
0万
円

二
0
0
0万
円

三
C
C万
円

五
九

O
O方
円

敦

歳
入委

託

費

一

五

(
)
こ
万
円

養

殖

ワ

ナ

ギ

五

仁

()()
万
円

養
箔
ク
ル
マ
エ
ビ

三
二
一
」
万
円

計

七

五

二

二
方
円

と
な
っ
て
お
り
、
相
当
な
収
入
冷
一
あ
ゴ

て
お
り
ま
す

服
員
数
は
以
前
九
名
お
り
ま
し
た
が
、

予
算
の
関
係
上
縮
少
さ
れ
、
山
川
↑
仕
で
は

職
員
四
名
、
ア
ル
バ
イ
ト
二
名
の
計
六

名
が
働
い
て
お
り
ま
す

ま
た
山
所
以
来
養
魚
用
水
の
政
射
能

測
定
試
験
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
一
度
も
問
題
か
お
こ
っ
た

こ
と
は
な
い
と
心
こ
と
で
し
た

今
川
訪
問
し
た
際
は
、

J
茂
原
子
い

の
定
則
検
任
中
で
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
も
山

向
後
で
あ
っ
た
よ
う
に
凡
受
け
ら
れ
、

臓
は
た
ち
は
州
内
水
閉
の
術
修
1
引
な

い
と
に
忙
し
い
川
町

f
で
し
た

静
岡
県
温
水
利
用
研
究

セ
ン
タ
ー

昭
和
問
じ
年
に
中
配
心
力
か
ら
.
出

円
の
笥
刊
川
を
受
け
一
一
刷
工
引
が
完
成
し
、

そ
の
後
、
昭
和
瓦

宇
-
五
て
年
に
通
産

省
の
補
助
に
よ
り
二
億
五
千
万
円
の
二

期
工
事
が
完
成
し
ま
し
た

温
海
水
は
日
量
一
万
ト
ン
で
、
ぺ
L」

の
炉
か
ら
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

定
期
検
査
の
際
に
ス
ト
ッ
プ
す
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

運
営
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
を
設
け

て
県
が
漁
連
会
長
に
委
託
し
て
お
り
、

職
員
は
漁
連
の
職
員
と
な
っ

て
お
り
ま

す
よ
五
六
年
度
の
予
算
は
五
千
七
百
万

円
で
五
(
)
0
0

が
人
件
費
で
す
コ

歳
入
は
、

養

殖

マ

タ

イ

八

()こ
万
円

ク
乙
マ
エ
ビ
種
苗
五
二
(
)
万
円

タ
イ

・
ヒ
ラ
メ
種
苗
四
(
)
二
万
円

ア
ワ
ビ

・
ガ

サ

ミ

種

苗

僅

少

計

一

七

C
C
万
円

の
成
績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
c

臓
ハはは
、
研
究
員
五
名
、
補
助
員
二

名
、
交
子
a
U

刊
、
ア
ル
バ
イ
ト
二
名
の

計
一

、
名
で
業
務
も
か
な
り
き
つ
い
の

で
、
7
ナ

l
ク
リ
フ
ト

・
ク
レ
ー
ン

・
ハ

/
フ
ラ
イ
ン
な
ど
を
将
人
し
省
力
化
に

努
め
て
お
る
よ
う
で
す

同
問
的
生
産
の
対
象
と
し
て
は
、
前
記

の
他
に
カ
サ
コ

・
ワ
カ
メ
な
ど
も
研
究

的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す

災
前
い
刈
後
と
し
て
は
、
マ
タ
イ
の
他

に
ヘ
ダ
イ

・
イ
セ
エ
ビ
の
ま
出
一
食
も
抗
子

実
施
し
て
い
る
よ
う
で
す

い
山
も
掃
町
が
多
い
ア
ワ
ビ
の
口一唱産が

矧
し
い
と
の
こ
と
、
て一
(
}
五
酬
の
頃
に

歩
械
り
が
多
く
、
二

m
の
大
き
さ
に
す

る
の
に
二
五

O
円
か
か
る
そ
う
で
す
。

餌
料
ぷ

一ブメ
、
カ
ジ
メ
ぞ
細
片
に
し

与
え
て
お
り
ま
す
。

両
施
設
を
見
学
し
て
感
じ
た
こ
と

の
第
一
は
、
こ
う
し
た
施
設
で
は
、

自
然
海
水
よ
り
七
℃
も
高
い
混
海
水
を

豊
富
に
と
れ
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に

魅
力
的
で
し
た
c

発
電
所
か
ら
出
る
温
排
水
の
量
は、

一
C
C方
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
火
力
発
電
所

で
日
量
約
二
五

C
方
ト
ン
、
同
規
模
の

原
子
力
発
電
所
で
は
日
量
約
五
三

O
万

ト
ン
に
も
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
一一

た
だ
し
東
海
事
業
所
で
は
原
子
炉

の
定
期
検
査
の
際
に
温
海
水
が
ス
ト
ッ

プ
し
支
障
会
き
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
煽
水
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
H

量
二

一0
ト
ン
の
い
い
過
槽
が
三
基
あ
る

の
み
で
す
し
、
東
海
事
業
所
の
財
合
一
伊

過
槽
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
種
苗
生
産

を
行
な
う
に
当
っ
て
は
、
-炉
過
槽
は
特

に

v~要
な
も
の
で
共
通
の
悩
み
の
よ
う

で
し
た
こ
の
よ
う
に
、
山
実
の
施
設
に
は
若

干
の
問
題
点
も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
等
に
つ
い
て
は
改
善
が
可

能
で
あ
り
、
温
排
水
養
魚
施
設
の
基
本

的
な
欠
点
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
養
魚
用
水
に
対
す
る
放
射
能
洩
れ

以
下
放
に
つ
い
ト
て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

し
た
が
、
東
海
事
業
所
で
聞
い
た
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
過
去
一

0
ヶ
年
に
亘
っ

て
無
事
故
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
頼
母
し

く
感
じ
ま
し
た
。


